
宮城県山元町について

総人口
11,606人
（R5.9時点）

【震災遺構】 中浜小学校

東北の湘南
（宮城県の最南端で温暖な気候）

特産物：いちご、リンゴ、
北寄貝、シャインマスカットなど・・・



山元町の防テクPF活用事例 ～背景～

相次ぐ災害対応を踏まえた課題の設定
東日本大震災以降にも相次ぐ災害対応…
２０１９年（令和元年）10月 台風19号
２０２１年（令和３年）３月 福島県沖地震
２０２２年（令和４年）３月 福島県沖地震 等

情報収集・分析・発信に課題
システム導入前災害対応フロー ～災害情報収集から災害対策本部運営まで～
各部署にて情報収集 → ホワイトボードに記入 → Excelに起こして印刷 → 災害対策本部会議



山元町の防テクPF活用事例 ～背景～

既存のあり方の問題点
電話→紙への転記

報告が即座に反映されない
リアル
タイム

いつ、どこで、なにが？
全職員に共有できない

様々なシステムを目視で
確認し地図上に反映
資料の作成・印刷

正確な
情報
把握

手間の
削減

一元的に情報を収集・管理・展開できる
クロノロジー的なシステムの導入を検討

※クロノロジー：起こった出来事、収集情報、発信
情報について「誰が発信し」「誰が受け」「どのような内
容であったか」を時系列に記録していくこと。



山元町の防テクPF活用事例 ～防テクPFの活用～

R4.11
・ニーズを整理
・デジタル田園都市
国家構想交付金
（デジ田交付金）
の活用検討

・仕様ブラッシュアップ
に向けた情報収集開始

ニーズの整理
と情報収集の
開始

R５.３
・デジ田交付金の申請
「ICT技術を活用した災害対応力
と防災情報発信力の強化」

交付金申請

R5.2 防テクPFセミナー＠仙台
・個別相談会にて４社と面談
【ニーズ】現在手作業となっている災害情報の収
集を、災害対策本部にて一括して管理し、クロ
ノロジー的に閲覧できるソリューションの提案
・イベント参加企業２社と情報交換
○セミナー情報交換で得た主な気づき

セミナーにて６社と情
報交換しニーズを
ブラッシュアップ

ニーズを整理し、財源確保とともにニーズブラッシュアップへ

社名 気づき
A社 迅速かつ詳細な災害情

報把握の必要
B社 GISを活用した災害状況

の可視化
C社 情報配信の多様化



山元町の防テクPF活用事例 ～導入システムとスケジュールの概要～
導入システムのイメージ

～R5.3 R5.1Q R5.2Q R5.3Q R5.4Q R6.4
～

デジ田交付金申請
予算措置
事業化

申請 措
置

予算要求 措置
(6月補正)

情報収集 手
続

選
定 契約・構築 運用

短期間での構築に向け
既存パッケージをベースに導入検討

スケジュール感

既存のパッケージをベースに、追加機能を検討予定



山元町の防テクPF活用事例 ～参考・デジタル田園都市国家交付金～

「新しい資本主義」の加速のため、デジタル田園都市国家
構想の実現による地方の社会課題解決・魅力向上の取組
を加速化・深化する観点から、地方創生推進交付金、地
方創生拠点整備交付金及びデジタル田園都市国家構想
推進交付金を「デジタル田園都市国家構想交付金」として
位置付け、デジタル田園都市国家構想の実現に向け、強
力に推進する。
※「デジタル実装タイプ」と「地方創生拠点整備タイプ」の２
タイプあるが、 「デジタル実装タイプ」について記載。

本件対象



山元町の防テクPF活用事例 ～事業化における防テクＰＦの貢献～
市役所内での「検討に当たっての状況

○実施課として
 災害対策本部システムの導入を検討
 財源の確保が必要
 仕様のブラッシュアップを行いたい

○財政課（企画財政課）として
 デジ田交付金の活用を検討（実施課と共同・窓口を担当）
 交付金活用の場合６月補正での措置

⇒短期間でのシステム構築が必要

• 防テクＰＦで企業のアイデアを募集（R5.2）
• 各社のアイデアを踏まえニーズをブラッシュアップ
• 既存のパッケージ採用を中心に検討（システム構築時間の短縮）

• R5.4の交付金措置を受けR5.6予算化（６月補正）
• 並行してマッチング企業と情報交換し仕様の作り込み

• R5.8～9にかけ公募。優先交渉権者決定。R6.4～事業化。

ニーズにブラッシュアップや条件に合うシステム（短期間構築）
を防テクPFを通じて探索・事業化
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